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● 現在の研究について 

１適応信号処理理論と応用 
情報通信システムにおいて様々な信号の解析

や対策（音声を解析して認識すること、機械が発

生する雑音を低減することなど）が必要である。

しかも、信号自身やシステムが時間とともに変化

するのが通常である。そのような変化に適応でき

る信号・情報の処理手法が求められている。本研

究では適応信号解析アルゴリズムの開発と実シ

ステムへの応用を行う。具体的には、様々な情報

通信システムの信号解析・推定や雑音処理（胎児

心電図抽出、能動騒音制御、自動採譜、異常診断

等）や経済システム等の時系列データ推定と予測

などが考えられる。 

 

Fig. 1 最近開発したハイブリッド型能動騒音制

御システムの構成 

 
Fig. 2 最近開発した胎児心電図を抽出するマル

チチャンネル適応システムの構成 

２知能的ヒューマンインタフェース（HI）の実現

を目指した顔と顔表情の認識 

 知能的 HI の実現において、顔や顔の表情に対

する自動認識は基礎技術として極めて重要であ

る。近年、Biometrics の研究が盛んに行われ注目

されている。画像圧縮手法、ニューラルネットワ

ーク、SVM などを用いた手法が多く提案されてい

るが、認識精度等が十分とは言えない。本研究で

は、高精度高効率の顔と顔の表情認識法の確立を

目指している。 

● 今後進めていきたい研究について 

・知能情報処理技術を用いた地震発生日時の予測 

・画像処理技術の医療診断への応用（例：血液検

査、患者追尾などへの応用） 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

現在県の工業技術センターと連携して共同研

究をしており、更なる深化を図る。企業との新た

な研究を模索したい。 

● これまでの連携実績 

・企業との共同研究（特許も取得） ・県立の工
業技術センターと共同研究し、多くの成果を発
表 ・外国の名門大学との共同研究を実施 


